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◉掲載情報の見方
対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤
者が対象▶催しなどで費用の記載のないものは
無料▶申し込みが必要な催しなどの持ち物は主
催者からの連絡などで確認を▶先着順の申し込
みで時間の記載のないものは午前９時から受付
▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話番号
の記載がないものは市役所へ（業務日・時間は
月～金曜日午前９時～午後５時30分、祝休日・
年末年始を除く）
◉環境への配慮から、催しなどへの来場はでき
るだけ公共交通機関のご利用を。

目次 Contents

くろまろ塾

市民大学くろまろ塾・
くろまろキッズの
認定講座や催しには
このマーク

くろまろキッズ
（小中学生対象）

K Kiz

市役所:〒586 - 8501（住所不要）
☎ 53 -1111（代表）

02 今月の焦点
地域包括ケアシステムの実現に向けて

05 文化の日  晴れの受賞
～平成27年度市長表彰受賞者～

06 情報 PICK UP
・救急車の適正利用を
・マイナンバー通知カードに関するお問い合わせは
   コールセンターへ
・奥河内くろまろの郷１周年記念イベント
・文化財ライトアップ「観心寺 奥河内の灯里」

08 CLOSE UP
おんなとおとこのワイワイあごら講演会

10 市政と関連情報  モックル生活ガイド
まちづくり10、暮らし11、人権 11、安全安心 12、
税金13、健康14・21、障がい者14、保険・年金16、
協働17、事業所17、子育て20、教育・文化20

18 フォトニュースかわちながの

23 教育立市宣言シリーズ

24 シリーズ人権連載
はいこちら教育相談センターです
商品やサービスについての苦情や相談は
消費生活センターへ

26 情報プラザ
お知らせ 26、講演・講座 26、展示・催し 30、  
スポーツ 34、募集 34、相談 35

36 食きらりレシピで笑顔の食卓育もう
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◉
今
月
の
焦
点
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
向
け
て

い
つ
ま
で
も

こ
の
ま
ち
で
暮
ら
し
た
い

市
で
は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
に
向
け
て
、
要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
（
３
ペ
ー
ジ
・
イ
メ
ー
ジ
図
参
照
）。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
地
域
の
自
主
性
や
主
体
性
に
基
づ
き
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
作
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
地
域
の
介
護
予
防
や
高
齢
者
支
援
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
い
き
い
き
高
齢
課
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中部地域包括支援センター

センター長　芦
あ し

田
だ

 さよこ さん

高齢者が活躍できる社会を
　「地域のみなさんが主体的であること」。これは私たち地域包括
支援センターが高齢者の総合的な支援にあたる中で、特に大切
にしていることです。
　地域包括ケアシステムは概念が先立ち、分かりにくいかもしれ
ませんが、これまでも言われてきた医療と介護の連携で「地域で
元気に暮らす」ことを実現するための仕組みづくりです。私たち
はその調整役として、積極的に地域の会合に参加するなどみなさ
んと顔を合わせ、制度の周知や関係機関との連携に努めています。
　「どんなことでもまずは相談を」――。みなさんも悩みなどが

あれば一歩踏み出し、身近なセンター
に声を届けてください。また、介護予
防に協力いただけるボランティアも募
集中です。私たちは地域のみなさんと
ともに、高齢者が元気に活躍できる社
会を築いていきたいと思っています。

名称 主な担当地域 住所・電話番号

東部 千代田・長野・川上
小学校区

西之山町1-2
☎52-0180

中部
三日市・南花台・
加賀田・石仏・天見・
美加の台小学校区

上田町155-5
☎ 55-3451

西部 楠・小山田・天野・
高向小学校区

小山田町1701-1
☎ 56-6600

※受付時間は月～土曜日の午前９時～午後５時
30分（祝休日・年末年始を除く）。

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
下

表
）
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
実
現
に

向
け
た
中
核
的
な
機
関
と
し
て
、

保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
が
協
力
し
て
、
地

域
の
高
齢
者
の
総
合
相
談
、
権
利

擁
護
や
地
域
の
支
援
体
制
づ
く

り
、
介
護
予
防
に
必
要
な
援
助
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

大矢船福祉委員会

地区長　南
みなみ

 吉
よ し

昭
あ き

 さん

介護予防で地域を元気に
　「住み慣れたこのまちで元気に暮らし続けてもらいたい」――。
　そのためにも地域のみなさんに足腰などの筋力をつけてもら
おうと、福祉委員18人の総意と、自治会・松

しょう

風
ふう

会（老人会）の
協力で、私たちの運営する介護予防体操教室がスタートしました。
　教室では、健康づくり推進員や、福祉委員の中から任命し
た４人の健康推進員が中心となって、モックル介護予防体操の
DVDや手本を見ながら体操を実施。健康推進員が考えたオリジ
ナルの運動なども取り入れ、楽しく体を動かします。また、会場
の準備や受付などの役割も分担し、全員で力を合わせて取り組

んでいます。
　介護予防だけでなく、参加者同士の
交流にもつながる体操教室。今回は
12月までの予定ですが、それ以降も
みなさんの健康を願って続けていきた
いと考えています。

「自分たちのまちでもやってみたい」
希望される地区はいきいき高齢課へご相談を。

■
大
矢
船
地
区
で
体
操
教
室

を
開
催
　

　

大
矢
船
地
区
で
は
、
住
民

自
ら
の
手
で
、
9
月
か
ら
12

月
ま
で
週
１
回
、
介
護
予
防

体
操
の
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
（
写
真
右
、
下
）。
専

門
の
指
導
員
が
月
１
回
指
導

す
る
ほ
か
は
、
講
習
な
ど
を

受
け
た
地
域
住
民
が
講
師
を

務
め
ま
す
。

住
民
主
体
で
介
護
予
防

住まい

いつまでも元気に暮らすために…
介護予防・生活支援
（自治会・ボランティアなど）

病気になったら…
医療

地域包括支援センター
相談業務やサービスの
コーディネートを行います

介護が必要になったら…
介護

通所・入所通院・入院

が必要にな た

でも元気に暮らすた

▲地域包括ケアシステムの姿

高
齢
者
を
総
合
的
に
支
援
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高齢者いきいき都市構想推進の
キャッチコピーとロゴマークを作成
「生きるも  活

い

きるも  ウチら次第」

高齢になっても「生かされる」のではなく、いきいき
と「活躍」したいという願いと、それは自ら実現する
ものというメッセージが込められています。
問い合わせ　いきいき高齢課

❶
モ
ッ
ク
ル
介
護
予
防

体
操
講
座

　
「
①
立
っ
て
」「
②
椅
子
に
座
っ

て
」「
③
床
の
上
で
」「
④
口
の
体

操
」の
４
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。

対
象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
市
民

と
き
・
内
容　

11
月
17
日
㈫
＝
②

④
の
２
パ
タ
ー
ン
、
25
日
㈬
＝
①

③
の
２
パ
タ
ー
ン
▽
時
間
は
い
ず

れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

市
民
総
合
体
育
館

定
員　

各
30
人（
初
参
加
者
優
先
）

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶

芝し
ば

池い
け

正ま
さ

明あ
き

さ
ん
（
天
見
）

　

平
和
啓
発
の
推
進
に
貢
献

柴し
ば
　
た
　
か
ず
　
き
よ

田
一
清
さ
ん
（
長
野
町
）

　

高
齢
者
福
祉
の
向
上
に
貢
献

島し
ま

田だ

忠た
だ
し

さ
ん
（
北
青
葉
台
）

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献

高た
か

﨑さ
き

明あ
き

之ゆ
き

さ
ん
（
市
町
）

　

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献

玉た
ま

木き

義よ
し

輝て
る

さ
ん
（
中
片
添
町
）

　

地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献

中な
か

林ば
や
し

義よ
し

明あ
き

さ
ん
（
岩
瀬
）

　

高
齢
者
福
祉
の
向
上
に
貢
献

西に
し

田だ

幸ゆ
き

康や
す

さ
ん
（
南
花
台
）

　

商
工
業
の
発
展
に
貢
献

姫ひ
め

岡お
か

和か
ず

夫お

さ
ん
（
南
花
台
）

　

地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献

福ふ
く

塚つ
か

昭あ
き

治は
る

さ
ん
（
三
日
市
町
）

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献

藤ふ
じ

田た

進す
す
む

さ
ん
（
美
加
の
台
）

　

地
域
保
健
医
療
の
充
実
に
貢
献

前ま
え

川が
わ

潔き
よ
し

さ
ん
（
市
町
）

　

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献

松ま
つ

永な
が

俊と
し

定さ
だ

さ
ん
（
南
花
台
）

　

地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献

松ま
つ

林ば
や
し

妙た
え

子こ

さ
ん
（
錦
町
）

　

消
費
者
保
護
の
推
進
に
貢
献

宮み
や

浦う
ら

通み
ち

子こ

さ
ん
（
高
向
）

　

地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献

宮み
や

阪さ
か

元も
と

善よ
し

さ
ん
（
本
町
）

　

地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献

向む
か

井い

寛ひ
ろ

司し

さ
ん
（
寿
町
）

　

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献

向む
か

井い

松ま
つ

治じ

さ
ん
（
加
賀
田
）

　

消
防
行
政
の
推
進
に
貢
献

村む
ら

田た

貞て
い

史し

さ
ん
（
西
之
山
町
）

　

地
域
保
健
医
療
の
充
実
に
貢
献

森も
り
し
た
ま
さ
ひ
ろ

下
正
廣
さ
ん
（
日
野
）

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献

森も
り

花は
な

隆た
か

明あ
き

さ
ん
（
上
田
町
）

　

消
防
行
政
の
推
進
に
貢
献

山や
ま

本も
と

一か
ず

光み
つ

さ
ん
（
上
原
町
）

　

交
通
安
全
の
普
及
啓
発
に
貢
献

◉
団
体
の
部

ア
ド
プ
ト
・
ロ
ー
ド
の
さ
く

（
野
作
町
自
治
会
）

　

地
域
の
環
境
美
化
に
貢
献

高
向
小
学
校
区
福
祉
委
員
会

　

地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献

Ｕ
Ｒ
南
花
台
団
地
自
主
防
災
会

　

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献

要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル
「
葉
月
」

　

障
が
い
者
福
祉
の
向
上
に
貢
献

◎
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
の
配
布
や
講
師

派
遣
も
実
施
し
て
い
ま
す

対
象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
市
民

※
講
師
派
遣
は
５
人
以
上
で
の
申

し
込
み
が
必
要
。

❷
す
こ
や
か
体
操
教
室

〜
腰
痛
予
防
の
話
と
体
操
〜

対
象　

65
歳
以
上
の
市
民

と
き
・
と
こ
ろ　

①
11
月
25
日
㈬

＝
キ
ッ
ク
ス
、
②
30
日
㈪
＝
三
日

市
市
民
ホ
ー
ル
（
フ
ォ
レ
ス
ト
三

日
市
内
）
▽
時
間
は
い
ず
れ
も
午

前
９
時
45
分
〜
11
時
45
分

定
員　

各
30
人
（
先
着
順
▽
①
②

い
ず
れ
か
の
み
）

❸
自
宅
で
で
き
る
健
康
づ
く
り
プ

ロ
グ
ラ
ム

　

体
力
・
筋
力
が
低
下
し
外
出
が

難
し
い
人
に
、
健
康
づ
く
り
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
案
し
ま
す
。

対
象　

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
市
民

内
容　

保
健
師
が
週
1
回
、
理
学

療
法
士
が
月
１
回
訪
問
（
期
間
は

３
か
月
）

❶
〜
❸
の
申
し
込
み　

い
ず
れ
も

電
話
で
い
き
い
き
高
齢
課
へ
（
❷

は
11
月
５
日
か
ら
）

問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
高
齢
課

❷
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
講
座

　

認
知
症
や
、
認
知
症
の
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

対
象　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
（
オ

レ
ン
ジ
リ
ン
グ
所
持
者
）

と
き　

11
月
30
日
㈪
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

市
役
所

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

　
市
長
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た
り

市
政
の
各
分
野
で
活
躍
も
し
く
は

そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た
個
人

や
団
体
の
中
か
ら
、
市
長
表
彰
規

程
に
基
づ
き
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

◉
個
人
の
部

井い
の

上う
え

壽と
し

子こ

さ
ん
（
南
青
葉
台
）

　

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

大お
お

橋は
し

康や
す

浩ひ
ろ

さ
ん
（
北
貴
望
ケ
丘
）

　

高
齢
者
福
祉
の
向
上
に
貢
献

北き
た

井い

俊と
し

子こ

さ
ん
（
加
賀
田
）

　

青
少
年
の
更
生
保
護
に
貢
献

文
化
の
日
晴
れ
の
受
賞

平
成
27
年
度
の
市
長
表
彰
の
受
賞
者
が
こ
の
ほ
ど
決
ま
り
ま
し
た
。

晴
れ
の
受
賞
者
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
（
氏
名
・
団
体
名
は
50
音
順
）。

な
お
、
表
彰
式
は
、
11
月
３
日
㈷
午
前
10
時
か
ら
キ
ッ
ク
ス
で
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

秘
書
課

市
長
表
彰

555

ががが
い
者
い
者
い
者
い
者者
福
祉
福
祉
福
祉
福
祉
福
祉
ののの
向
の
向
上上

いきいき介護教室～ミニサロン～

■大正琴の音色を楽しみましょう
対象　家族の介護をしている市内在住者
とき　11月25日㈬午後１時30分～３時
ところ　ふれあいの丘（上田町）
申し込み・問い合わせ　中部地域包括
支援センター（☎55-3451）

❶
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
い
つ
ま
で
も　

こ
こ
ろ
豊
か
に

こ
の
ま
ち
で
」

と
き　

12
月
６
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
15
分　

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス　

内
容　
「
認
知
症
と
共
に
よ
り
よ

く
生
き
る
た
め
に
今
、
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
演
な
ど

定
員　

２
８
０
人
（
先
着
順
）

市
が
実
施
す
る
介
護
予
防
教
室

❸
認
知
症
カ
フ
ェ
に
集
ま
ろ
う

　

認
知
症
の
人
や
家
族
、
地
域
住

民
ら
が
集
う
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」。

市
内
で
３
つ
目
と
な
る
「
チ
ェ

リ
ー
カ
フ
ェ
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

と
き　

毎
月
第
４
金
曜
日
午
後
２

時
〜
４
時

と
こ
ろ　

さ
く
ら
の
杜
・
千
代
田

（
木
戸
１
の
33
の
１
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
喫
茶
代
な

ど
の
実
費
が
必
要
▽
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
を
。

❶
❷
の
申
し
込
み　

11
月
５
日
か

ら
電
話
で
い
き
い
き
高
齢
課
へ
▽

❷
は
フ
ァ
ク
ス
（
℻
50
・
１
０
８
８

▽
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
）
も
可

問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
高
齢
課

　認知症の人や家族、支援者らがたすきをつないで
全国を走るリレーイベント「R

ラ ン

UN伴
とも

」が10月４日、
市内のコースで行われました。市役所モックル・フル
ル広場では、認知症ケアの活動をPRする「オレンジ
キャンペーン」も同時開催。ランナーの出発などに合
わせて府立長野高校の吹奏楽部・フォークソング部
有志による演奏や歌も披露され、様々な催しを通じて
認知症への理解と支援を呼び掛けました（写真上）。

◉今月の焦点　地域包括ケアシステムの実現に向けて

認知症に理解と支援を

認
知
症
啓
発
の
催
し
い
ろ
い
ろ
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1周年記念イベント

文化財ライトアップ
観心寺 奥河内の灯

あ か

里
り

救急車の適正利用を
全国的に年々増え続ける救急車の出動件数。

本市では昨年約4900件で、５年前と比較して約800件も増加しています。
今後、高齢化のさらなる進展により、救急需要がさらに増えると予測され、

救急車の適正利用が大きな課題になっています。
救急医療を取り巻く現状から、一人ひとりができることを考えてみましょう。

問い合わせ　消防本部警防課（☎ 53-7799）

く
ろ
ま
ろ
マ
ル
シ
ェ

　

雑
貨
や
フ
ー
ド
な
ど
小
さ
な
お
店
が

集
ま
り
ま
す
。

と
き　

11
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
午
前
10

時
〜
午
後
4
時

問
い
合
わ
せ
　
奥
河
内
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
（
☎
56
・
９
６
０
６
）

あ
す
か
て
く
る
で
河
内
長
野
店

一
周
年
記
念
大
感
謝
祭

と
き　

11
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
３
時

内
容　

ガ
ラ
ガ
ラ
抽
選
会
、
地
元
特

産
品
の
秋
野
菜
特
別
販
売
、
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
の
無
料
配
布
な
ど
▽
28
日
に

　国宝の観心寺金堂で、南北朝時代をイ
メージしたライトアップを実施します。
とき　11 月 21 日㈯・22 日㈰午後５
時～８時 30分（荒天中止）
ところ　観心寺
※入山料が必要▷午後４時 30 分から
三日市町駅東～観心寺臨時バス停間で
無料シャトルバスを運行▷物産販売（午
後２時～）、ライティングショーやス
テージライブなども実施▷詳しくは問
い合わせを。
問い合わせ　観光協会事務局（観光政
策課内）

■
市
役
所
で
は
配
送
状
況
が
確
認

で
き
ま
せ
ん

　

本
紙
10
月
号
で
お
知
ら
せ
し

た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド

は
、
お
お
む
ね
11
月
末
頃
か
ら
12

月
頃
に
か
け
て
簡
易
書
留
に
よ

り
配
達
で
き
る
予
定
で
す
。
通

知
カ
ー
ド
の
発
送
は
国
の
機
関

か
ら
一
括
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

市
役
所
で
は
配
送
状
況
を
確
認

で
き
ま
せ
ん
。
国
の
機
関
か
ら
郵

便
局
へ
の
差
出
の
状
況
に
つ
い
て

は
、個
人
番
号
カ
ー
ド
総
合
サ
イ

ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
郵
便
局
か
ら
の
簡
易
書

留
の
不
在
連
絡
票
が
届
い
た
場
合

は
、
郵
便
局
の
案
内
に
従
っ
て
早

め
の
受
け
取
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
窓
口
課

「
本
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
」「
ゆ
る

き
ゃ
ら
大
集
合
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
あ
す
か
て
く
る
で
河

内
長
野
店
（
☎
52
・
３
７
３
３
）

■
奥
河
内
ク
ラ
フ
ト
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を

同
時
開
催

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
29

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

内
容　

木
工
、
陶
芸
、
ガ
ラ
ス
、
布

な
ど
手
作
り
品
の
販
売

問
い
合
わ
せ
　
奥
河
内
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
（
☎
56
・
９
６
０
６
）

■
11
月
28
日
・
29
日
は
花
の
文
化
園

も
無
料
開
放

問
い
合
わ
せ
　
府
立
花
の
文
化
園

（
☎
63
・
８
７
３
９
）

通知カードに関するお問い合わせは
0570-783-578
平日午前８時30分～午後10時

土日祝日午前９時30分～午後５時30分
外国語対応は0570-064-738へ

個人番号カード総合サイト
https://www.kojinbango-card.go.jp/
※市区町村ごとの郵便局への差出状況が確認できます。

オープンから１周年

マイナンバー通知カードに関する
お問い合わせはコールセンターへ

消防フェア
とき　11月７日㈯午前10時～11時30分
ところ　消防本部（小山田町）
内容　消防車両の展示や放水体験、救急訓練、
はしご車の搭乗体験（整理券配布）など
※駐車場は、大阪千代田短期大学または、赤峰
市民広場第３駐車場をご利用ください。
問い合わせ　消防本部消防総務課（☎53-0066）

知ってて安心！
こんなときにご活用ください

■救急車を呼ぶほどでもないが、病院で診てほしい
　大阪府救急医療情報センター
　☎06-6693-1199（24時間）
■子どもが急病！どうしたらいいんだろう？
　小児救急電話相談☎♯8000または
　☎06-6765-3650（午後８時～翌朝８時）
■救急受診ガイド2014
　市ホームページに掲載。「救急受診ガイド」で検索を。
■救急車を呼ぶかどうか迷ったときは
　救急安心センターおおさか ☎♯7119または
　☎06-6582-7119へ（24時間）

救急安心センターおおさか
番号案内マグネットを作成
　各自治会（町会）単位で申請し
ていただければ戸数分をお渡しし
ますので、消防本部警防課までお問
い合わせください。
※自治会などで各戸への配布をお願いします▷
自治会などに加入していない人も問い合わせを。
問い合わせ　消防本部警防課（☎53-7799）

　
必要な人に必要な救急医療を

　「いち早く現場に駆け付け、患者さんに安心してもら
えるように」。そんな思いで、私たち救急隊員は日々業
務に従事しています。
　傷病の程度は軽症、中等症、重症に分けられますが、
昨年の搬送人員の約半数は、日帰り処置で入院不要の軽
症者が占めているのが現状です。軽症の場合でも、不安
になって救急車を呼ばれた人の気持ちも理解できます。
しかし、多くの人が傷病の程度に関わらず、救急車を要
請するようになるとどうなってしまうでしょう。市内消
防署にある救急車の台数は、本署、南・北出張所各１台
と非常用１台を含めた計４台。近くの消防署にある救急
車が軽症者を搬送していたために、本来救急搬送が必要
な患者の搬送が遅れるケースも懸念されます。実際、救
急車の到着時間は延伸傾向にあります。
　本当に必要な人に必要な救急医療を――。高齢化が進
み、年々出動件数が増える中で、これは市民のみなさん
にいつか自分自身にもふりかかってくるものとして考え
ていただきたい問題です。もちろん命に関わることです
から、必要な場合は119番通報していただかなくてはな
りませんが、救急車を呼ぶかどうか迷うときは「救急安
心センターおおさか」（左記参
照）や消防署（☎53-0119）に
ご相談ください。私たちは、市
民のみなさんのご理解をいただ
きながら、これからも地域の安
全安心を守り続けます。

河内長野消防署本署
川
かわ

本
も と

 唯
ゆ い

翔
か

 救急救命士
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男
性
更
年
期
外
来
と

「
夫
源
病
」

　

定
年
退
職
後
、
生
き
る
目
的
の

喪
失
か
ら
ひ
き
こ
も
り
状
態
で
家

に
い
る
う
つ
の
男
性
。
こ
れ
で
は

妻
が
大
変
と
夫
婦
同
伴
で
来
院
し

て
も
ら
う
と
「
何
も
し
な
い
で
い

る
夫
の
、
特
に
昼
ご
は
ん
の
用
意

な
ど
が
苦
し
み
」と
の
妻
の
声
が
。

石
藏
さ
ん
は
こ
の
状
況
を
「
夫
が

妻
の
う
つ
『
夫ふ

源げ
ん

病び
ょ
う

』
を
誘
引
し

て
い
た
」
と
捉
え
ま
す
。
夫
源
病

は
、
ま
じ
め
で
完
璧
主
義
な
良
妻

賢
母
型
の
人
に
多
く
、
次
の
項
目

に
該
当
す
る
場
合
は
特
に
注
意
が

必
要
で
す
。

◎
我
慢
強
く
弱
音
を
吐
か
な
い
。

◎
人
前
で
泣
い
た
り
怒
っ
た
り
が

で
き
な
い
。

◎
人
に
意
見
す
る
の
が
苦
手
で
、

理
不
尽
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
も
反

論
が
で
き
な
い
。

◎
細
か
い
こ
と
を
気
に
す
る
。

◎
外
面
や
世
間
体
が
気
に
な
る
。

◎
「
い
い
妻
」「
い
い
母
親
」
で

あ
り
た
い
と
い
う
意
識
が
強
い
。

◎
几
帳
面
で
責
任
感
が
強
く
仕
事

や
家
事
に
手
が
抜
け
な
い
。

■
夫
源
病
の
症
状

　

め
ま
い
・
頭
痛
・
耳
鳴
り
・
の

ぼ
せ
・
動ど

う

悸き

・
不
眠
・
倦け

ん

怠た
い

感
な

ど
更
年
期
障
害
と
似
た
症
状
で
、

20
代
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年

齢
層
に
見
ら
れ
る
女
性
特
有
の
病

で
す
。
夫
の
言
動
に
よ
っ
て
そ
の

症
状
が
重
く
な
る
な
ど
因
果
関
係

に
心
当
た
り
が
あ
る
場
合
は
、
夫

源
病
の
疑
い
が
濃
厚
で
す
。

　

先
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
夫

に
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
左
参
照
）

の
項
目
が
当
て
は
ま
る
か
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
８
つ
以
上

該
当
す
る
な
ら
、
現
在
の
体
の
不

調
は
夫
源
病
に
よ
る
も
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

■
夫
源
病
の
対
処
法

◎
泣
く
＝
映
画
、
ド
ラ
マ
、
音
楽

な
ど
に
感
情
移
入
し
て
思
い
切
り

泣
く
。
泣
い
て
自
分
の
感
情
を
出

す
と
ス
ッ
キ
リ
す
る
。

◎
大
声
を
上
げ
る
・
叫
ぶ
＝
イ
ラ

イ
ラ
気
分
解
消
。
お
薦
め
は
一
人

カ
ラ
オ
ケ
。
思
い
切
り
歌
い
、
夫

へ
の
不
満
な
ど
を
声
に
出
し
て
叫

べ
ば
、
気
分
も
ス
ッ
キ
リ
。

◎
運
動
す
る
＝
「
サ
ン
ド
バ
ッ
グ

を
殴
る
」「
ボ
ー
ル
を
打
つ
」
な
ど

打
撃
要
素
の
あ
る
運
動
が
効
果
的
。

◎
内
緒
で
楽
し
む
＝
夫
に
内
緒
で

「
ち
ょ
っ
と
高
価
な
物
を
買
う
」

「
お
い
し
い
物
を
食
べ
に
行
く
」。

■
改
善
方
法

◎
プ
チ
げ
ん
か
＝
口
げ
ん
か
は
立

派
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一

つ
。
自
分
の
要
求
は
「
や
っ
て
く

れ
た
ら
う
れ
し
い
こ
と
」
と
し
て

伝
え
る
と
良
い
。
不
満
を
溜
め
込

ま
ず
、
気
軽
に
本
音
を
言
い
合
え

る
関
係
を
築
く
の
が
目
的
。

◎
プ
チ
別
居
＝
夜
の
外
出
か
ら
始

め
、
3
〜
4
日
の
旅
行
を
す
る
な

ど
、
少
し
家
を
空
け
て
み
る
。
妻

の
あ
り
が
た
み
が
分
か
っ
た
り
、

お
互
い
が
冷
静
に
な
れ
た
り
す

る
。
夫
を
「
妻
の
不
在
」
に
慣
れ

さ
せ
、
お
互
い
に
心
地
良
い
距
離

感
の
夫
婦
関
係
を
少
し
ず
つ
再
構

築
す
る
。　

　

夫
源
病
の
逆
パ
タ
ー
ン
「
妻さ

い

源げ
ん

病び
ょ
う

」
も
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
、

互
い
に
快
適
な
夫
婦
関
係
を
見
直

す
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
ま
し
ょ
う
。

夫
の
生
活
的
自
立
で
妻
に
変
化
!?

「
男
の
”え
え
加
減
”
料
理
」

　

石
藏
さ
ん
は
、
退
職
し
た
男
性

の
生
き
が
い
づ
く
り
と
妻
の
家
事

か
ら
の
解
放
を
目
指
し
て
、
男
の

料
理
教
室
を
開
設
。
石
藏
さ
ん
推

奨
の
「
男
の
〝
え
え
加
減
〞
料
理
」

は
、
買
い
物
か
ら
切
る
の
も
煮
る

の
も
食
べ
る
の
も
自
分
一
人
で
す

る
こ
と
が
前
提
で
、「
自
分
が
食

べ
る
も
の
を
自
分
で
作
れ
る
よ
う

に
な
る
」
と
い
う
生
活
的
自
立
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
レ
シ
ピ
は
市
販
の
タ
レ
や

コ
ン
ソ
メ
を
使
う
こ
と
か
ら
味
付

け
に
迷
う
こ
と
も
な
く
、
土
鍋
ひ

と
つ
で
作
っ
て
食
べ
る
た
め
、
後

片
付
け
も
簡
単
に
で
き
る
よ
う
工

夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
初
心
者
で
も

成
功
体
験
に
よ
り
「
料
理
は
楽
し

い
」
と
い
う
実
感
が
持
て
る
と
こ

ろ
が
そ
の
魅
力
で
す
。

　

男
性
は
目
的
が
な
い
と
動
け
な

い
、
買
い
物
も
で
き
な
い
―
―
。

だ
か
ら
こ
そ
、
中
年
の
男
性
が
変

わ
る
と
妻
も
変
わ
り
、
夫
源
病
な

ど
の
問
題
も
解
決
し
て
い
き
ま

す
。
そ
う
な
れ
ば
、
石
藏
さ
ん
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
女
性

も
男
性
の
せ
い
に
し
て
、
愚
痴
を

言
っ
て
ば
か
り
い
ら
れ
な
く
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

夫源病チェックリス
ト

□ 人前では愛想が良
いが、家では不機嫌

。

□ 妻の予定や行動を
よくチェックする。

□ 常に「上から目線
」の態度や話し方。

□ 仕事関係以外の交
友や趣味が少ない。

□ 家事は手伝わない
が、口は出す。

□ 妻が一人で外出す
るのを嫌がる。

□ 妻や子どもを養っ
てきたという気持ち

が強い。

□ 家事の手伝いや子
育てを自慢する自称

「いい夫」。

□ 「ありがとう」「ご
めんなさい」はほと

んどない。

□ 車を運転すると性
格が一変。

４つ以下＝大丈夫、５
～７つ＝夫源病予備軍

、

８つ以上＝明らかに夫
源病

第24回おんなとおとこの
ワイワイあごら講演会
■楽しく生きるためのパートナーシップ
～共に依存しない生き方を目指して～
▶とき　11月22日㈰午後１時30分～３時20分　
▶ところ　キックス　▶定員　280人（抽選）　▶１歳
～就学前の子どもの一時保育あり（定員10人・抽選）
▶申し込み　往復はがきに住所・氏名（返信用にも記
入）、ふりがな、電話番号、一時保育の有無（有りの場
合は子どもの氏名、年齢、ファクス番号も）と催し名
を記入して11月10日（当日消印有効）までに team
あごら事務局（〒586-0025昭栄町７-１、男女共同
参画センター内）へ（１人１枚のみ有効・市ホームペ
ージでの申し込みも可）
※当選者には11月16日頃に参加証を発送します。
問い合わせ　同事務局（☎54-0003）

◉おんなとおとこのワイワイあごら講演会

楽しく生きるための
パートナーシップ
市では、男女がその性別に関わらず、互いに支え合い、
自分らしく生きることができる「男女共同参画社会」の実現を目指し、
市民活動団体「teamあごら」と共に啓発事業を実施しています。
ここでは、11月22日にキックスで開催する
「おんなとおとこのワイワイあごら」講演会の
講師・石

いし

藏
くら

文
ふみ

信
のぶ

さん（右下参照）の著書などから
夫婦の関係について考えます。
問い合わせ　人権推進課

夫によるストレスからくる妻の体調不良を「夫
源病」と名づけ、メディアなどで活躍中。循
環器系の専門医として救急医療の現場、動脈
硬化の研究から男性のためのクリニック「男
性更年期外来」を開き「うつを治す先生」と
して有名に。現在は大学の授業と外来診療の
ほか、男の料理教室も手掛ける。

石藏 文信 さん 大阪樟蔭女子大学教授

末永く楽しく暮らすために
　中高年になると夫婦の関係がギクシャクしがちで、お互
いの存在がストレスを感じるようになると、後半の人生が
虚しいものとなります。男性も女性も、仕事と家庭生活の
バランスを日常からうまくとることが必要でしょう。夫婦が
依存し合う関係よりも、お互いが自立して共に助け合うほう
が、末永く楽しく暮らせるのではないでしょうか？長寿社会
の豊かな老後まで見据えた生活設計を考えてみませんか？

毎年11月12日～25日は女性に対する暴力をなくす運動、11月25日は「女性に対する暴力撤廃国際日」です

　teamあごらでは、恋人や夫からの暴力をなくすDV防止の運動（パープルリボン・プロジェクト）
に積極的に関わっています。そして、幅広く若い世代の人たちにも、より身近に感じてもらえる
ようオリジナルパープルリボンをデザインしました。
　中高生や若い世代の恋愛間で問題となっている、「デートDV」。その特徴は、束縛と性的暴力。
DVには身体的・性的・心理的暴力だけでなく、言葉による暴力や社会との接触を妨げる社会的
隔離なども含まれます。女性も男性も、安心して輝ける社会を目指して、パープルリボンを身に
付け意思表示をしませんか？

※このページは市民活動団体「teamあごら」の取材を基に編集しました。

C L O S E  U P

あなたの
夫は大丈夫？
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都
市
計
画
審
議
会
を
開
催

と
き　

11
月
17
日
㈫
午
後
２
時
〜

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

内
容　

生
産
緑
地
地
区
の
都
市
計

画
の
変
更
な
ど

※
10
人
ま
で
傍
聴
可
。

問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課

都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧

と
き　

11
月
10
日
㈫
〜
24
日
㈫
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）

と
こ
ろ　

都
市
計
画
課

縦
覧
内
容　

①
用
途
地
域
・
高
度

地
区
の
変
更
、
②
区
域
の
整
備
・

開
発
・
保
全
方
針
と
市
街
化
・
市

街
化
調
整
区
域
の
変
更

※
②
は
府
計
画
推
進
課
で
も
縦
覧

可
▽
市
民
や
利
害
関
係
人
は
期
間

内
に
こ
の
案
に
つ
い
て
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課

ご
み
を
正
し
く
分
別
し
、
き
れ
い

な
状
態
で
出
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。
今
後
も
ご

み
の
分
別
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
衛
生
課

ご
み
処
理
券
・
し
尿
く
み

取
り
券
販
売
店
を
廃
止

　

次
の
ご
み
処
理
券
・
し
尿
く
み

取
り
券
販
売
店
を
廃
止
し
ま
し

た
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

森
商
店
（
高
向
６
６
７
）

問
い
合
わ
せ　

環
境
衛
生
課

 

川
や
溝
に
廃
油
な
ど
を

捨
て
な
い
で

　

市
の
水
道
水
の
約
70
％
は
、
滝

畑
ダ
ム
や
石
川
、
石
見
川
を
水
源

と
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
水
道

水
源
保
護
条
例
の
制
定
や
河
川
清

掃
の
実
施
な
ど
、
積
極
的
な
保
護

施
策
を
推
進
し
、
安
全
で
お
い
し

い
水
の
供
給
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
河
川
へ
廃
油
な
ど
が

流
入
し
、
浄
水
場
の
運
転
を
停
止

し
て
施
設
を
洗
浄
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
故
が
毎
年
発
生
し
て
い

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
に
水
源
保
全
の

重
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
河

　

市
で
は
、
第
４
次
総
合
計
画
が

平
成
27
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
に

伴
い
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
第
５
次
総
合
計
画
（
平

成
28
〜
37
年
度
）
の
策
定
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
市
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催
す

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
市
民
意

見
を
踏
ま
え
、
総
合
計
画
審
議
会

で
審
議
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
年
７
月
に
、
同
審
議
会
か
ら
基

本
構
想
案
の
答
申
が
あ
り
、
９
月

の
市
議
会
定
例
会
で
基
本
構
想
が

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

◉
策
定
の
背
景

　

人
口
減
少
と
少
子
・
高
齢
化
の

急
速
な
進
行
や
安
全
・
安
心
な
生

活
の
確
保
、
地
域
・
家
庭
と
の
つ

な
が
り
・
絆
の
重
要
性
な
ど
、
社

会
情
勢
や
市
民
の
意
識
が
大
き
く

変
化
し
て
お
り
、
画
一
的
な
行
政

運
営
で
は
対
応
が
困
難
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
民
と
行
政

が
め
ざ
す
べ
き
将
来
都
市
像
を
共

有
し
、
力
を
合
わ
せ
て
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◉
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と

め
ざ
す
べ
き
将
来
都
市
像

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
を

「
人
・
自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
、

多
様
な
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活

用
し
な
が
ら
、
成
熟
し
た
都
市
と

し
て
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を

大
切
に
し
、
市
民
の
豊
か
な
暮
ら

し
と
新
た
な
価
値
の
創
造
を
め
ざ

し
ま
す
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

基
本
理
念
に
基
づ
き
、
め
ざ
す
将

来
都
市
像
を
「
人
・
自
然
・
歴
史
・

文
化
輝
く 

ふ
れ
あ
い
と
創
造
の

ま
ち 

河
内
長
野
」と
定
め
ま
し
た
。

◉
将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
て

　

将
来
都
市
像
を
実
現
す
る
た

め
、「
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
」
と

し
て
「
安
全
・
安
心
・
支
え
合
い

の
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
」「
育
み
・

学
び
・
思
い
や
り
の
質
の
高
い
ま

ち
」「
潤
い
・
快
適
・
活
力
の
に

ぎ
わ
い
の
ま
ち
」
の
３
つ
を
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
目
標
に
掲
げ
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
基
本
構
想
に
基
づ

い
て
基
本
計
画
な
ど
を
策
定
し
、

基
本
目
標
な
ど
の
達
成
に
向
け
て

効
果
的
な
施
策
を
市
民
の
み
な
さ

ん
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

※
基
本
構
想
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

川
な
ど
に
油
類
や
ご
み
を
捨
て
な

い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

経
営
総
務
課

自
転
車
事
故
に
備
え
て

保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

近
年
、
自
転
車
が
加
害

者
と
な
る
交
通
事
故
が
増

え
て
お
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
高
額
な
賠
償
金
の
支
払
い
を

命
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

自
転
車
は「
ク
ル
マ
」の
仲
間
で
す
。

交
通
ル
ー
ル
を
き
ち
ん
と
守
り
、

保
険
に
加
入
し
て
万
が
一
に
備
え
ま

し
ょ
う
。
詳
し
く
は
、
大
阪
府
交

通
対
策
協
議
会
・
損
保
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

都
市
創
生
課

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間

　

女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問

題
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員
が

応
じ
ま
す
。

と
き　

11
月
16
日
㈪
〜
22
日
㈰
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
（
21
・

22
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

※
期
間
外
の
受
付
は
平
日
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
。

相
談
電
話　

０
５
７
０
・
０
７
0
・

８
１
０

問
い
合
わ
せ　

大
阪
法
務
局
人
権

擁
護
部
（
☎
06
・
６
９
４
２
・
９

４
９
６
）

◉陶磁器製・ガラス製食器の回収
ところ とき

資源選別作業所
（上原西町２-28） 月～金曜日

（祝休日を除く）衛生処理場
（高向 2092）

★回収時間は資源選別作業所が午
後１時～３時▷衛生処理場が午
前10時～正午▷もったいない
市会場でも回収を実施します。
★陶磁器製・ガラス製食器以外
は回収できません▷洗ってか
らの持ち込みにご協力を。

■もったいない市を開催
回収した食器で食器市を開催し
ます。気に入った食器があれば、
無料でお持ち帰りいただけます。
とき　11 月 26 日㈭午前 10 時
～午後１時
ところ　市役所　

新たなまちづくりの指針

「第５次総合計画基本構想」を策定
将来都市像「人・自然・歴史・文化輝く ふれあいと創造のまち 河内長野」

問い合わせ　政策企画課

満
了
に
伴
い
、
改
訂
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
プ
ラ
ン

と
の
整
合
を
図
る
た
め
、
市
街

化
調
整
区
域
で
の
土
地
利
用
な

ど
に
必
要
な
事
項
を
定
め
た
「
地

区
計
画
の
運
用
基
準
」
の
見
直

し
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

■
④
に
関
す
る
市
民
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

と
き　

12
月
１
日
㈫
午
後
７
時
〜

と
こ
ろ　

市
役
所

①
〜
④
の
意
見
募
集　

所
定
の

意
見
提
出
用
紙
で
①
②
③
は
11

月
27
日
〜
12
月
28
日
に
政
策
企

画
課
へ
、
④
は
11
月
21
日
〜
12
月

20
日
に
都
市
計
画
課
へ
（
い
ず
れ

も
当
日
消
印
有
効
）

※
素
案
と
意
見
提
出
用
紙
は
情
報

セ
ン
タ
ー
、キ
ッ
ク
ス
、ラ
ブ
リ
ー

ホ
ー
ル
、各
公
民
館
、あ
や
た
ホ
ー

ル
、
く
す
の
か
ホ
ー
ル
、
み
の
で

ホ
ー
ル
、
三
日
市
情
報
コ
ー
ナ
ー

な
ど
主
な
公
共
施
設
に
設
置
▽
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
・
意
見

の
入
力
も
で
き
ま
す
▽
意
見
に
対

す
る
個
別
対
応
は
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

①
②
③
＝
政
策

企
画
課
、
④
＝
都
市
計
画
課

①
第
５
次
総
合
計
画
基
本
計
画

　

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

と
な
る「
第
５
次
総
合
計
画
」（
平

成
28
〜
37
年
度
）
の
基
本
計
画

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

②
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略

　

市
の
人
口
の
現
状
と
将
来
の

姿
を
示
し
、
め
ざ
す
べ
き
将
来

の
方
向
を
示
す「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

に
関
す
る
取
り
組
み
の
方
向
性

を
示
す
「
総
合
戦
略
」
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

③
教
育
大
綱

　
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
き
、

本
市
の
教
育
、
学
術
、
文
化
の
振

興
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
に
つ

い
て
、
そ
の
基
本
と
な
る
理
念
や

方
針
を
定
め
る
「
教
育
大
綱
」
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

④
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
、
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け

る
地
区
計
画
の
運
用
基
準

　

個
々
の
土
地
利
用
・
施
設
整

備
な
ど
の
基
本
と
な
る
「
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
計
画

        「近里賛品かわちながの」 
          認定品が追加
　
　市ブランド産品「近

ちかざとさんぴん

里賛品かわちなが
の」に２品目が加わりました。新たな認
定品と生産者の名称は次のとおりです。
①かわばたファームのトマトジュース 日野
芽
いぶき

（奥河内くろまろの郷ビジターセンター）
②喜多農ますだの白鳳（喜多農ますだ）
※市では認定申請を随時受付しています
▷詳しくは市ホームページをご覧ください。
問い合わせ　産業政策課

まちづくり 暮らし 人権

②①

市政と関連情報 モックル生活ガイド

ま
ち
づ
く
り

人
権

暮
ら
し

市
に
再
商
品
化
合
理
化

拠
出
金
が
支
払
わ
れ
ま
し
た

　
（
公
財
）
日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ

ク
ル
協
会
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の

リ
サ
イ
ク
ル
の
効
率
化
が
図
ら
れ

て
い
る
市
町
村
に
対
し
「
再
商
品
化

合
理
化
拠
出
金
」を
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
の
正
し
い
分
別
排
出
や

そ
の
品
質
の
良
さ
な
ど
が
評
価
さ

れ
、
本
市
に
対
し
同
拠
出
金
と
し

て
１
０
０
万
８
３
８
１
円
が
支
払

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
の

み
な
さ
ん
が
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な

◉
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
◉

市
が
策
定
す
る
計
画
案
な
ど
に

あ
な
た
の
ご
意
見
を
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安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

市
民
大
会

　

落
語
家
の
笑

し
ょ
う

福ふ
く

亭て
い

仁に

嬌き
ょ
う

さ
ん
に

よ
る
防
火
に
関
す
る
講
演
な
ど
を

通
じ
て
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

と
き　

11
月
29
日
㈰
午
前
10
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

２
８
０
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

11
月
５
日
か
ら
電
話

で
自
治
振
興
課
へ

問
い
合
わ
せ　

自
治
振
興
課

税
金

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

納
付
の
お
願
い

　

市
で
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
平
成
27
年
度
の
市
税
に

つ
い
て
、
納
期
を
過
ぎ
て
も
未
納

の
人
に
対
し
、
電
話
に
よ
る
納
付

の
お
願
い
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
２
月
末
ま
で
の
月
〜
土
曜

日
（
夜
間
を
含
む
）
に
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
自
宅
な
ど
に
電
話
を
か

け
、
市
税
が
未
納
で
あ
る
こ
と
を

伝
え
、
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
納
付
書
を
紛
失
し
た
人
に

対
し
て
は
、
再
発
行
し
て
送
付
し

ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
納
税
係

個
人
事
業
税
の
納
付
は

納
期
限
ま
で
に

　

個
人
事
業
税
第
２
期
分
の
納
期

限
は
、
11
月
30
日
㈪
で
す
。
ま
だ

納
付
し
て
い
な
い
人
は
最
寄
り
の

金
融
機
関
な
ど
で
納
付
し
て
く
だ

さ
い
（
手
数
料
不
要
）。
ま
た
、

便
利
で
安
心
・
安
全
な
口
座
振
替

も
ご
利
用
を
。

問
い
合
わ
せ　

府
南
河
内
府
税
事

務
所
（
☎
25
・
１
１
３
１
）

市
税
の
納
付
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

　

今
年
度
の
市
税
（
市
・
府
民
税

や
固
定
資
産
税
）
の
う
ち
、
す
で

に
納
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
納
期
限
を
も
う
一
度

確
認
し
、
ま
だ
納
付
し
て
い
な
い

場
合
は
、
至
急
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
納
付
で
き
な
い
事
情
が
あ
る

人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
納
税
係

高
齢
者
の
障
が
い
者
控
除

対
象
者
認
定
書
の
申
請
を

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65

歳
以
上
で
寝
た
き
り
や
認
知
症
の

高
齢
者
は
、
身
体
障
が
い
者
手
帳

な
ど
を
持
っ
て
い
な
く
て
も
所
得

税
や
市
・
府
民
税
の
障
が
い
者
控

除
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
に
は
、
市
の
障
が
い
者

控
除
対
象
者
認
定
書
が
必
要
で

す
。
認
定
書
の
交
付
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
印
鑑
を
持
っ
て
介
護
保

険
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
な

ど
の
所
持
者
は
、
こ
の
認
定
書
が

な
く
て
も
手
帳
の
提
示
で
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課

年
末
調
整
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

対
象　

給
与
支
払
者
（
源
泉
徴
収

義
務
者
）

と
き　

11
月
17
日
㈫
午
後
２
時
〜

４
時

安
全
安
心

一
人
で
悩
ま
な
い
で

■
11
月
25
日
〜
12
月
１
日
は
犯
罪

被
害
者
週
間

　

犯
罪
被
害
者
は
、
犯
罪
そ
の
も

の
だ
け
で
は
な
く
、
周
囲
の
無
理

解
や
無
関
心
な
ど
被
害
後
に
生
じ

る
二
次
的
な
被
害
に
も
苦
し
ん
で

い
ま
す
。

　

市
や
警
察
署
で
は
、
犯
罪
被
害

者
が
適
切
な
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
次
の
相
談
窓
口

を
設
け
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま

ず
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
警
察
の
被
害
者
相
談
窓
口

◎
警
察
相
談
室

　

☎
06
・
６
９
４
１
・
０
０
３
０

◎
ウ
ー
マ
ン
ラ
イ
ン
（
性
犯
罪
被

害
相
談
）

　

☎
06
・
６
９
４
１
・
０
１
１
０

◎
暴
力
団
・
け
ん
銃
１
１
０
番

　

☎
06
・
６
９
４
１
・
１
１
６
６

◎
悪
質
商
法
１
１
０
番

　

☎
06
・
６
９
４
１
・
４
５
９
２

◎
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン（
少
年
相
談
）

　

☎
06
・
６
９
４
４
・
７
８
６
７

◎
列
車
内
痴
漢
被
害
相
談

　

☎
06
・
６
８
８
５
・
１
２
３
４

◎
ス
ト
ー
カ
ー
１
１
０
番

と
こ
ろ　

す
ば
る
ホ
ー
ル
（
富
田

林
市
）

内
容　

年
末
調
整
と
給
与
支
払
報

告
書
の
作
成
要
領
な
ど
の
説
明

持
ち
物　

年
末
調
整
関
係
資
料

（
11
月
上
旬
に
税
務
署
か
ら
発
送

予
定
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
駐
車
場
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

富
田
林
税
務
署

（
☎
24
・
３
２
８
１
）
ま
た
は
税

務
課
市
民
税
係

税
理
士
に
よ
る

無
料
税
務
相
談
（
予
約
制
）

と
き　

11
月
12
日
㈭
・
26
日
㈭
、

12
月
10
日
㈭
・
24
日
㈭
午
後
１
時

〜
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所

内
容　

所
得
税
や
相
続
税
、
経
理

な
ど
に
関
す
る
相
談

※
納
税
協
会
・
南
河
内
府
民
セ
ン

タ
ー
（
い
ず
れ
も
富
田
林
市
）
で

も
開
催
し
て
い
ま
す
▽
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
を
。

申
し
込
み　

電
話
で
近
畿
税
理
士

会
富
田
林
支
部
事
務
局
へ

問
い
合
わ
せ　

近
畿
税
理
士
会
富

田
林
支
部
事
務
局
（
☎
25
・
６
２

５
０
）

市政と関連情報 モックル生活ガイド

　

☎
06
・
６
９
３
７
・
２
１
１
０

◎
覚
せ
い
剤
１
１
０
番

　

☎
06
・
６
９
４
３
・
７
９
５
７

◎
河
内
長
野
警
察
署

　

☎
54
・
１
２
３
４

※
市
の
被
害
者
相
談
窓
口
は
自
治

振
興
課
で
す
。　

問
い
合
わ
せ　

自
治
振
興
課

還
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
を

■
府
内
で
還
付
金
等
詐
欺
が
増
加

〜
被
害
者
の
98
％
が
60
歳
以
上
〜

　

犯
人
は
市
役
所
な
ど
の
職
員
を

名
乗
り
、「
医
療
費
の
還
付
を
受

け
る
手
続
き
が
済
ん
で
い
ま
せ

ん
。
今
日
な
ら
間
に
合
い
ま
す
」

な
ど
と
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
や
銀
行
の
Ａ
Ｔ
М
で
手
続
き
を

す
る
よ
う
に
電
話
を
か
け
て
き
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
手
口
で
犯
人
の

口
座
に
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る
詐

欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

市
内
に
お
け
る
今
年
１
月
〜
８

月
の
特
殊
詐
欺
の
被
害
件
数
は
12

件
で
、
被
害
額
は
約
２
４
５
０
万

円
で
す
。

11 月 11日～ 17日は
税を考える週間です

　国税庁ホームページでは、税の役割
や税務署の仕事について、イラストや
動画で紹介しています。
問い合わせ　富田林税務署総務課

（☎24-3281）
講 座

■
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

◎
留
守
番
電
話
を
設
定
す
る
な
ど

知
ら
な
い
人
か
ら
の
電
話
に
出
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
振
り
込
み
限
度
額
を
必
要
最
低

額
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
安あ

ん

ま
ち
メ
ー
ル
に
登
録
し
被
害

情
報
の
把
握
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※
安
ま
ち
メ
ー
ル
の
登
録
方
法
な

ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

問
い
合
わ
せ　

河
内
長
野
警
察
署

生
活
安
全
課
（
☎
54
・
１
２
３
４
）

無
防
備
な
心
に
火
災
が
か
く
れ
ん
ぼ

11
月
９
日
〜
15
日
は

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
取
り
付

け
、定
期
的
に
点
検
も
し
ま
し
ょ
う
。

■
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る
７

つ
の
ポ
イ
ン
ト

◎
３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
に
燃
え
や
す
い
物
を

近
づ
け
な
い
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
時
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

◎
４
つ
の
対
策

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

⑤
寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
な
ど

は
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

「救急の日」救命講習会
　９月９日の「救急の日」にちなみ、
９月６日、大阪南医療センターと消防
署が合同で救命講習会を開催しまし
た。講習会では、同センター医師が応
急手当の重要性について講演したほ
か、人形を傷病者に見立てて心肺蘇生
法やＡＥＤの使い方などの実習を実施。

参加した95人の市民は、救急隊員ら
のアドバイスを受けながら「もしもの
時」に備えて真剣に取り組みました。
問い合わせ　消防署北出張所

（☎55-1245）

救命入門コース
　心臓突然死から大切な家族や身近な
人たちを守るため、胸骨圧迫とＡＥＤ
の使い方を学びます。
とき　11月29日㈰午前10時～11

時30分　 ところ　消防署　 定員
15人（先着順）　 申し込み　11月
５日から電話で同署へ
問い合わせ　消防署救急係

（☎53-5681）

⑥
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

⑦
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
作
る
。

■
不
審
火
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

▼
家
の
周
り
を
整
理
す
る　

▼
空
き

家
や
物
置
に
は
鍵
を
か
け
る　

▼
ご

み
は
夜
に
出
さ
ず
、
決
め
ら
れ
た
日

の
朝
に
所
定
の
場
所
へ
出
す　

▼
門

灯
な
ど
で
戸
外
を
明
る
く
す
る　

▼
空
き
地
は
枯
れ
草
を
刈
り
取
る
な

ど
き
ち
ん
と
管
理
す
る　

▼
外
出

時
は
近
所
の
人
に
声
を
か
け
る　

▼

地
域
で
防
火
対
策
を
徹
底
す
る

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課

　
（
☎
53
・
３
６
９
９
）

救命救急
T
トピッ

クス

OPICS

安全安心 税金

税理士による相続税セミナー
～暦年贈与による相続税対策～

　改正後の相続税・贈与税の概要と「生前
贈与」「暦年贈与」などの相続税対策につい
て、税理士がわかりやすくお話しします。
▶とき　11月12日㈭午後１時30分～３時
30分　▶ところ　三日市市民ホール（フォ
レスト三日市内）▶定員　100人（先着順）　
▶申し込み　11月５日から電話で税務課へ
問い合わせ　税務課
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の
ち
か
ら
〜
精
神
障
が
い
者
の
ピ

ア
サ
ポ
ー
ト
と
は
〜
」
を
テ
ー
マ

に
、
精
神
障
が
い
者
と
そ
の
支
援

者
が
お
話
し
し
ま
す
。

と
き　

11
月
28
日
㈯
午
後
２
時
〜

４
時

と
こ
ろ　

ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル

定
員　

１
５
０
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

11
月
５
日
か
ら
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
こ
こ
ろ
ッ
と
へ

問
い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー

（
☎
℻
53
・
４
０
８
６
）

大
阪
ろ
う
あ
者
成
人
式

対
象　

平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平

成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
府
内

在
住
の
ろ
う
あ
者

と
き　

１
月
10
日
㈰
午
後
１
時
〜

４
時

と
こ
ろ　

谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
大
阪
市
中
央
区
）

申
し
込
み　

電
話
か
フ
ァ
ク
ス

（
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
フ
ァ

ク
ス
番
号
を
記
入
）
で
大
阪
聴
力

障
害
者
協
会
事
務
局
へ

問
い
合
わ
せ　

同
事
務
局
（
☎

06
・
６
７
６
１
・
１
３
９
４
、
℻

06
・
６
７
６
８
・
３
８
３
３
）
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と
き　

11
月
19
日
㈭
午
後
２
時
〜

４
時

集
合　

四
天
王
寺
悲
田
富
田
林
苑

定
員　

６
人
（
先
着
順
）

※
喫
茶
代
が
必
要
。

申
し
込
み　

11
月
５
日
〜
12
日
に

ピ
ア
セ
ン
タ
ー
か
わ
ち
な
が
の
へ

問
い
合
わ
せ　

ピ
ア
セ
ン
タ
ー
か

わ
ち
な
が
の
（
☎
56
・
１
６
９
０
、

℻
56
・
１
６
９
２
）

統
合
失
調
症
家
族
講
座

　

統
合
失
調
症
の
人
が
活
用
で
き

る
医
療
や
福
祉
制
度
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
（
富
田
林
保
健

所
管
内
在
住
も
可
）
で
統
合
失
調

症
が
あ
る
人
の
家
族
ま
た
は
支
援
者

と
き　

11
月
25
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
45
分

と
こ
ろ　

富
田
林
保
健
所

定
員　

50
人

申
し
込
み　

11
月
20
日
ま
で
に
同

所
へ

問
い
合
わ
せ　

富
田
林
保
健
所
地

域
保
健
課
（
☎
23
・
２
６
８
４
）

精
神
障
が
い
者
へ
の

理
解
を
深
め
よ
う

　
「
知
ろ
う
！
感
じ
よ
う
！
仲
間

共
に
生
き
る
障
が
い
者
展

と
き　

11
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰
午

前
10
時
〜
午
後
５
時
30
分

と
こ
ろ　

国
際
障
害
者
交
流
セ
ン

タ
ー（
ビ
ッ
グ
・
ア
イ
▽
堺
市
南
区
）

内
容　

障
が
い
者
作
品
展
や
、
元

五
輪
選
手
の
松ま

つ

野の

明あ
け

美み

さ
ん
に
よ

る
講
演
会
（
14
日
）
な
ど

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

問
い
合
わ
せ　

府
障
が
い
福
祉
室

（
☎
06
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
）

ピ
ア
セ
ン
タ
ー
の
催
し

■
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
出
張
相
談

対
象
・
と
き　

聴
覚
障
が
い
者
＝

11
月
９
日
㈪
・
１
月
18
日
㈪
午
後

１
時
〜
２
時
30
分
、
視
覚
障
が
い

者
＝
12
月
３
日
㈭
・
２
月
４
日
㈭

午
前
11
時
〜
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

市
役
所

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
状
況
に
よ

り
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

■
視
覚
障
が
い
者
サ
ロ
ン

　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
が
利
用

す
る
施
設
を
見
学
し
、
喫
茶
店
で

交
流
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
視
覚
障
が
い

者
、
目
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
き

て
不
安
に
思
っ
て
い
る
人

障
が
い
者

自
分
に
合
っ
た
歩
き
方
が
見
つ
か
る
！

は
じ
め
て

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

と
き　

11
月
19
日
㈭
・
26
日
㈭
午

後
０
時
45
分
〜
２
時
45
分
（
予
備

日
12
月
２
日
）
▽
２
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　

市
民
総
合
体
育
館
ほ
か

内
容　

歩
き
方
の
測
定
や
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
の
実
践
な
ど

定
員　

35
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

11
月
５
日
か
ら
電
話

で
㈱
デ
サ
ン
ト
（
☎
０
９
０
・
３

３
５
８
・
０
６
０
８
▽
平
日
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
30
分
）
へ

健
康
づ
く
り
推
進
員
と

楽
し
む
催
し

■
ち
ょ
こ
っ
と
ハ
イ
ク
〜
錦
秋
の

風
を
感
じ
て
〜

と
き　

11
月
11
日
㈬
午
前
10
時
〜

正
午
（
受
付
は

午
前
９
時
30
分

〜
▽
雨
天
中
止
）

集
合
・
解
散　

保
健
セ
ン
タ
ー

行
き
先　

長
野
公
園
〜
河
合
寺

（
約
５
㌔
）

持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル

※
当
日
直
接
集
合
場
所
へ
。

■
体
操
教
室

　

腰
痛
や
転
倒
予
防
の
運
動
を
し

ま
し
ょ
う
。

と
き　

11
月
27
日
㈮
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

11
月
５
日
か
ら
電
話

で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

糖
尿
病
予
防
相
談

対
象　

血
糖
・
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ

１
ｃ
が
高
め
（
Ｎ
Ｇ
Ｓ
Ｐ
値
６
・

９
％
未
満
）
で
、
治
療
を
受
け
て

い
な
い
市
民

と
き　

11
月
19
日
㈭
、
12
月
17
日

㈭
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

保
健
師
や
管
理
栄
養
士
に

よ
る
相
談

申
し
込
み　

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

マ
マ
パ
パ
教
室

対
象　

初
め
て
親
に
な
る
市
民

と
き　

11
月
14
日
㈯
午
前
10
時
〜

正
午　

と
こ
ろ　

乳
幼
児
健
診
セ
ン
タ
ー

（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

内
容　

助
産
師
の
話
や
実
習
な
ど

定
員　

20
組
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

電
話
で
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

休日急病診療所
菊水町 2-13（保健センター横、☎ 55-0300）
診療科目　内科（日曜日・祝休日は歯科も）
※小児科診療（中学生以下）は行っていません。
受付時間　土曜日=午後６時～８時40分、
日曜日・祝休日=午前10時～11時 40分
と午後１時～３時40分
※健康保険証を必ず持参してください。

小児科診療は、河内長野市を含む近隣３市２町１村
共同で医師の確保を行い、数少ない小児科医の協
力のもと実施しています▷日曜日、祝休日の小児科
（中学生以下）は富田林病院（☎29-1121）へ。

◉健康・栄養・歯科相談◉
相談 健康相談 栄養相談（予約制） 歯科相談

相談日 毎週月曜日（祝休日を除く）

時間 午後２時～
４時

午前10時～
正午

午前10時～
正午

担当 保健師 管理栄養士 歯科衛生士

場所 保健センター
※希望者は直接会場へ▷栄養相談は電話で保健
センターへ申し込みを。

問い合わせ　健康支援センター
ウェルネスフォレスト三日市

☎62-1919

からだを動かして、
血液をサラサラに！

( )

薬物乱用は「ダメ。ゼッタイ。」
10～11月は麻薬・覚せい剤乱用防止
運動月間です。薬物乱用を許さない社
会を作りましょう。
問い合わせ　藤井寺保健所薬事課

（☎ 072-952-6165）

健
康

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〒
586-
０
０
１
２
菊
水
町
２
の
13

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

※
対
象
の
記
載
が
な
い
同
セ
ン

タ
ー
の
事
業
は
市
民
が
対
象
。

障がい者

【訂正】
本紙10月号５ページなどでお知らせ
した「『くろまろファーム』で収穫体験」
の申し込み先メールアドレスに誤りが
ありました。正しくは次のとおりです。
お詫びして訂正します。
正：電子メール（info@attivo.jp） 
問い合わせ　農林課

障
が
い
者
作
品
展

出
展
作
品
を
募
集

　
対
象　

市
内
在
住
の
障
が
い
者
手

帳
所
持
者　

募
集
作
品　

絵
画
、
書
、
写
真
、

工
芸
品
な
ど
（
１
種
目
に
つ
き
１

点
の
み
）　

申
し
込
み　

11
月
18
日
ま
で
に
障

が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
か
み
ね

ま
た
は
障
が
い
福
祉
課
へ
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）　

※
作
品
展
は
12
月
１
日
㈫
〜
３
日

㈭
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

（
３
日
は
午
後
３
時
ま
で
）
に
市

役
所
で
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

障
が
い
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
あ
か
み
ね
（
☎
56
・

１
５
９
０
、
℻
56
・
１
５
９
２
）

ま
た
は
障
が
い
福
祉
課

　エリアをまわって様々なスポーツを体験します。
とき　11月８日㈰午前９時30分～午後３時30分（受付は
午前９時～午後２時30分▷雨天一部中止）　
ところ　大師総合運動場、市民総合体育館　
※当日直接会場へ▷種目により年齢制限あり▷小学３年生
以下は成人同伴で▷実施の有無の確認は当日午前８時以降
に総合スポーツ振興会事務局へ。
■ノルディックウオーク体験会は申し込みが必要
対象　20歳以上の市内在住・在学・在勤者
時間　午前10時～と午後１時～（いずれも２時間程度）
コース　長野公園（長野地区）～長野神社～烏帽子形八幡
神社（約４㌔）
定員　各20人
申し込み　電話で同事務局へ
※当日のボランティアも募集▷詳しくは問い合わせを。
問い合わせ　同事務局（☎62-8011）

市民健康スポーツラリー～楽しい催しで体力づくりと健康管理を～

▲体力測定会の様子（写真は昨年撮影）

健康
11月第２日曜日は

「河内長野市健康の日」
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日
曜
臨
時
窓
口
を
開
設

■
平
日
お
忙
し
い
人
は
ご
利
用
を

と
き　

11
月
29
日
㈰
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
30
分

と
こ
ろ　

保
険
年
金
課

内
容　

国
保
の
届
け
出
や
保
険
料

の
納
付
、
納
付
相
談
な
ど

※
必
要
書
類
な
ど
は
問
い
合
わ
せ
を
。

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

国
民
健
康
保
険
証
の
更
新
は

お
済
み
で
す
か

　

平
成
27
年
11
月
か
ら
使
用
す
る

新
し
い
保
険
証
（
薄
緑
色
）
は
、

一
部
を
除
き
９
月
下
旬
か
ら
10
月

中
旬
に
世
帯
主
の
住
民
登
録
の
住

所
地
へ
郵
送
（
簡
易
書
留
）
し
ま

し
た
。
住
民
登
録
の
住
所
以
外
へ

は
郵
送
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
郵
便

局
へ
転
送
依
頼
を
し
て
い
る
場
合

は
、市
役
所
に
差
し
戻
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
の
受
け
取
り
が
ま

だ
の
人
は
、
保
険
年
金
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

11
月
か
ら
医
療
証
が
変
わ
り
ま
す

〜
障
が
い
者
医
療
証
は
う
ぐ
い
す
色
、

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
証
は
あ
さ
ぎ
色
に
〜

　

11
月
は
身
体
お
よ
び
知
的
障
が

い
者
医
療
証
、
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
証
の
更
新
月
で
す
。
更
新
の
対

象
者
に
は
、
案
内
を
別
途
通
知
し

て
い
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
医
療
証
も
、
健
康
保

険
適
用
の
医
療
費
に
係
る
自
己
負

担
額
を
助
成
し
ま
す
。
各
制
度
の

対
象
者
な
ど
は
次
の
と
お
り
で

す
。
所
得
制
限
な
ど
様
々
な
要
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
障
が
い
者
医
療
費
助
成
制
度

対
象　

年
間
所
得
が
一
定
基
準
以

下
で
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該

当
す
る
65
歳
未
満
の
人

▼
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級
ま
た
は

２
級
の
人　

▼
療
育
手
帳
（
Ａ
）
の

人　

▼
身
体
障
が
い
者
手
帳
と
療

育
手
帳
（
Ｂ
１
）
を
併
せ
て
持
つ
人

※
重
度
障
が
い
者
訪
問
看
護
利
用

助
成
制
度
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
を
。

■
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

対
象　

18
歳
の
誕
生
日
以
降
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
児
童
を
扶
養

す
る
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
で
、
一

定
の
要
件
を
満
た
す
世
帯

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

　

国
民
年
金
に
は
、
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入

し
ま
す
。
第
１
号
被
保
険
者
の

平
成
27
年
度
保
険
料
は
、
月
額

１
万
５
５
９
０
円
で
す
。

第
１
号
被
保
険
者
に
は

独
自
の
給
付

　

自
営
業
者
や
学
生
な
ど
の
被
保

険
者
（
第
１
号
被
保
険
者
）
に
は
、

次
の
と
お
り
独
自
の
給
付
が
あ
り

ま
す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

■
付
加
年
金

　

定
額
の
保
険
料
に
上
乗
せ
し
て

付
加
保
険
料
（
月
額
４
０
０
円
▽

申
請
月
か
ら
納
付
可
能
）
を
納
め

る
と
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
額

に
付
加
年
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

■
寡
婦
年
金

　

第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
原
則

25
年
以
上
保
険
料
を
納
め
た
夫
が

年
金
を
受
け
ず
に
死
亡
し
た
場

合
、
10
年
以
上
婚
姻
関
係
が
あ
っ

た
妻
に
60
〜
65
歳
の
間
支
給
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
寡
婦
年
金
を
請

求
し
た
場
合
、
死
亡
一
時
金
は
請

求
で
き
ま
せ
ん
。

■
死
亡
一
時
金

　

第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
原
則

３
年
以
上
保
険
料
を
納
め
た
人
が

年
金
を
受
け
ず
に
死
亡
し
、
生
計

を
同
一
に
す
る
遺
族
が
遺
族
年
金

な
ど
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

■
障
が
い
基
礎
年
金

　

第
１
号
被
保
険
者
期
間
中
に
初

診
日
が
あ
る
病
気
や
け
が
が
原
因

で
障
が
い
の
状
態
に
な
っ
た
と
き

に
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

納
付
が
困
難
な
人
は

免
除
制
度
な
ど
の
ご
利
用
を

■
保
険
料
免
除
制
度

　

退
職
や
経
済
的
な
事
情
な
ど
で

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
人
は
、

申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
保
険
料

の
全
額
ま
た
は
一
部
が
免
除
さ
れ

ま
す
。
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
免

除
対
象
と
な
る
所
得
の
基
準
、
手

続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ

せ
を
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度

　

本
人
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以

下
の
学
生
は
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
を
卒
業
後
に
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
な
お
、
就
学
期
間
が
短

い
専
門
学
校
な
ど
、
一
部
の
教
育

施
設
の
学
生
に
つ
い
て
対
象
に
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

■
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

30
歳
未
満
で
本
人
お
よ
び
配
偶

者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
人

は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

※
平
成
26
年
４
月
の
法
改
正
に
よ

り
、
こ
れ
ら
の
制
度
の
対
象
期
間

が
拡
大
さ
れ
、
申
請
日
か
ら
２
年

１
か
月
前
の
月
分
ま
で
申
請
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
学
生
・
若
年
者
の
納
付
猶
予
期

間
は
将
来
年
金
を
受
け
る
た
め
の

資
格
期
間
に
は
含
ま
れ
ま
す
が
、

受
け
取
る
年
金
額
の
計
算
に
は
算

入
さ
れ
ま
せ
ん
▽
10
年
以
内
な
ら

追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は

証
明
書
の
提
出
を

　

国
民
年
金
保
険
料
を
年
末
調
整

や
確
定
申
告
す
る
場
合
は
、「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
を
提
出
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
27
年
１
月
１

日
〜
９
月
30
日
に
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
人
に
は
、
11
月
上

旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
証
明
書

を
送
付
し
ま
す
。
年
末
調
整
や
確

定
申
告
を
す
る
時
に
は
忘
れ
ず
に

提
出
を
。

※
10
月
１
日
〜
12
月
31
日
に
今
年

初
め
て
保
険
料
を
納
付
す
る
人
に

は
、
来
年
２
月
上
旬
に
同
様
の
証

明
書
を
送
付
し
ま
す
。

専
用
ダ
イ
ヤ
ル　
０
５
７
０
・０
５
８
・

５
５
５（
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
の

場
合
は
０
３
・６
７
０
０・１
１
４
４

▽
自
動
音
声
で
案
内
し
ま
す
）

問
い
合
わ
せ　

天
王
寺
年
金
事
務

所
（
☎
06
・
６
７
７
２・７
５
３
１
）

ボランティア・市民活動団体
交流会「るーぷらざまつり」

　名刺交換、焼きいも、バーベキュー
などを通じて、活動のネットワークを
広げませんか。
対象　市内でボランティアや市民活動
をしている人
とき　11月 20日㈮午後１時～４時
ところ　市民公益活動支援センター
「るーぷらざ」
定員　40人（先着順）
参加費　100円
申し込み　11 月 15 日までに電話で
るーぷらざへ
問い合わせ　るーぷらざ（☎53-8100）

語ろうよ！
安心して逝けるまちづくり

　パネルディスカッションや分科会を
通じて、どのように「死」に向き合っ
ていくことができるかを考えます。
対象　市民公益活動に関心のある人
とき　11月29日㈰午前10時～午後４時
ところ　大阪大谷大学（富田林市）
定員　200人（先着順）
申し込み　市民公益活動支援センター
「るーぷらざ」にある申込用紙で 11 月
20日までに
問い合わせ　るーぷらざ（☎53-8100）

整骨・接骨院、鍼灸・
あんまなどにかかるときは

■単なる肩こりなどでは健康保険は適用
されません
　柔道整復施術などは、健康保険を使え
るものが限られています（右表参照）。
健康保険を使う場合は、施術を受けた時
に「療養費支給申請書」の施術箇所や回
数を確認し、署名または押印をしてくだ
さい。正しく理解し、適切な受診を心掛
けましょう。
◎健康保険が使えない症状での施術は、
全額自己負担となります。
◎柔道整復施術などは、医療費控除の対
象です。必ず領収書を受け取りましょう。
問い合わせ　保険年金課または府後期高
齢者医療広域連合（☎ 06-4790-2031）

融資利子補給制度のご利用を
　４月以降に日本政策金融公庫から新
創業融資制度の適用を受け、新規開業
資金などの融資を利用した市内事業者
に対し、支払い利息の一部を補助しま
す（年５万円を上限▷３年間）。
※条件など詳しくは問い合わせを▷１
月末までの申請が必要です。
問い合わせ　産業政策課

労働保険に必ず加入しましょう
　労働者を一人でも雇用している事業
主は、労働保険に必ず加入しなければ
なりません。まだ加入されていない場
合は、すぐに手続きをしてください。
問い合わせ　大阪労働局労働保険適用・
事務組合課（☎06-4790-6340）

施術を受ける症状 健康保険
の適否 健康保険適用の要件

柔
道
整
復

骨折

○
　

応急手当の場
合を除き医師
の同意が必要 保険医療機関

で治療中の場
合は併用不可

脱臼　

打撲・ねんざ
（肉ばなれを含む） －

単なる肩こりや筋肉疲労 × －

医
師
が
必
要
と
認
め
た

は
り
・
灸

神経痛・リウマチ・頸
けい

腕
わん

症候群・五十肩・腰痛症・
頸
けい

椎
つい

ねんざ後遺症・その
他慢性的な疼

とう

痛
つう

を主症と
する疾患

○
医師の同意書
または診断書
が必要

保険医療機関
で治療中の場
合は併用不可

単に疲労回復や慰安を目
的としたものや疾病予防 × －

医
師
が
必
要
と
認
め
た

あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

筋麻痺・関節拘
こう

縮
しゅく

などで、
医療上マッサージを必要
とする症例

○
医師の同意書
または診断書
が必要

－

単に疲労回復や慰安を目
的としたものや疾病予防 × －

国
民
健
康
保
険

医
療
費
助
成

国

民

年

金

国民健康保険 後期高齢者医療

協働

協働

事業所

事業所保険・年金

保
険
・
年
金

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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　市民総合体育館で10月14日、いきいき長寿スポー
ツ大会が開催され、60歳以上の377人が参加しました。
　大会は高齢者の健康づくりや交流を目的に開催。参
加者は市民体操で体をほぐした後、素振りをしてからボ
ールを投げて的を倒す「めざせ！甲子園！」や玉入れな
ど様々な競技に挑戦し、さわやかな汗を流しました。ま
た、この日の運営に協力した大阪千代田短期大学の学
生たちが、参加者と一緒になって会場を盛り上げました。

❶競技を終えた後のインタビュー　❷豪快な素振りを見せ
る参加者　❸スポーツ大会定番の玉入れ

❶～❹自然を楽しみながら大会に臨む参加者　❺環境シンポジウムの様子❶ニュースポーツ体験会でキンボールを楽しむ参加者　❷上体起こしにチャレンジする子どもの姿も　❸家族で体力測定に挑戦

　９月 26・27日の２日間、自然を体感しながら環境
の大切さについて考える「奥河内SEA TO SUMMIT 
2015」が行われ、全国各地から 59チーム、101 人
の選手らが参加しました。初日に奥河内くろまろの
郷で犬ぞり北極探検家の山

やまさき

崎哲
てつひで

秀さんによる講演や、
かわしまあなむさんによるライブなどの環境シンポ
ジウムを開催。翌日の大会では、カヤックと自転車、
登山で滝畑ダムから岩湧山山頂を目指しました。

■手作りのカヌーで参戦～南花台地区の取り組み～
　市や関西大学などが連携し、住民と共に地域の活性
化に取り組む「南花台スマートエイジング・シティ」
団地再生モデル事業の一環で、学生と住民が一緒に地
元木材を活用しカヌー作りに挑戦。学生らが完成した
カヌーに乗って、大会に出場しました（写真❷）。

奥河内の自然を体感
奥河内 SEA TO SUMMIT 2015

まちの話題をお届けします

❶

❸

❺

❹

❷

何歳になってもスポーツを
いきいき長寿スポーツ大会

Photo new
s kaw

achinagano

体育の日にスポーツに親しむ
体力測定会・ニュースポーツ体験会

　10月12日の「体育の日」に合わせて、市民総合体
育館でスポーツに親しむ催しが開かれました。
　体力測定会には45人が参加し、握力や上体起こし
などで体力年齢を測定。またニュースポーツ体験会
では、スポーツ推進委員の指導を受けながら、直径約
120㌢の大きなボールを使ってプレーするキンボール
などの競技に挑戦しました。

芝田市長からお祝いの花束を受け取る谷川さん

憧れの舞台で金メダル
バトントワーリング世界大会で優勝

❸

❸

❶

❶❷

❷

　８月にカナダで開催された「第８回WBTFインターナ
ショナルカップ」（世界バトントワーリング連合主催）に
出場し、アーティスティックトワール（ジュニア）で金メ
ダルを獲得した谷

たに

川
かわ

実
み

優
ゆ

さん（千代田中３年）が９月15日、
市役所を訪れ、芝田市長に結果を報告しました。
　３歳でバトンを始めた谷川さんは今回が世界初挑戦。
芝田市長が勝因を尋ねると、谷川さんは「出場することが
目標だった世界大会。開き直って演技したのが良い結果
につながりました」と笑顔で答えていました。


